
昨年の12月、私も齊藤 洋子幹事、そして森会員と共に「米山忘年会」に参加しました。そこに
は、奨学金を支援するロータリアンと、支援を受ける奨学生という、単なる「奉仕する側・される側
」の垣根を超えた光景がありました。互いに一人の人間として尊重し合い、笑顔で語り合うその場
所は、まさに私たちが共同でつくり、守っている「ユートピア」のような空間でした。 この温かい空間
に身を置いた時、当クラブの妻島会員や森会員が、なぜ長年にわたりライフワークとして米山奨学
生のサポートに情熱を注いでこられたのか、その理由の一端に触れた気がいたしました。奉仕の核
心とも言えるその精神を、本日の例会でも共有できればと思います。

さて、来月2月は「はぐくみの杜かしわ 奉仕プロジェクト月間」です。
2月3日は柏西RCの田村 郡様に卓話をいただき、14日（土）の「楽器寄贈・演奏会」へ繋げ
ます。続く10日の夜間例会では流山RCの伊藤 賢一様に卓話をいただき、22日（日）の「PC
寄贈・IT体験会」へと実践を重ねます。
本事業は地区補助金を活用するため、会員の参加が不可欠です。専門家と協力して作り上げ
る楽しいプロジェクトですので、ぜひ皆様の積極的なご参加をお願いします。

最後に、2月20日（金）の第11グループ合同例会（IM）のご案内です。今回は参遊亭遊
助師匠による落語「米山梅吉物語」や鵜澤和広直前ガバナーの講演が予定されています。森委
員長の尽力により、当日は米山奨学生も参加できることとなりました。創始者の心に触れる貴重
な機会ですので、多くの会員のご出席をお待ちしております。
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よいことのために
手を取り合おう

本日の例会は、中央学院大学の米山奨学生、張 芸璇
（チョウ・ゲイセン）様と、柏RCのカウンセラー中島 有紀子様
をお迎えしました。
これは当クラブの森 秀樹会員（地区米山委員）の発案による、
第11グループ（柏・柏西・柏南）間での「奨学生卓話交換」という
新たな試みの一環です。張さんには「日本語がつないだご縁と、私の
歩み」と題してお話しいただきます。



●１月ロータリーレート
156円

卓話 張 芸璇（チョウ・ゲイセン）様（米山奨学生）

幹事報告

お祝い事

お食事・ニコニコ

ワンコインニコニコ 3,025円
累計 33,140円

今後の予定
          1月27日(火) 夜間例会・卓話 小林義和会員

2月 3日(火) 通常例会・卓話・理事会
2月10日(火) 夜間例会・卓話
2月14日(土) 奉仕プロジェクト はぐくみの杜かしわ①楽器寄贈・演奏会
2月17日(火) 振替休会
2月20日(金) 合同例会及びインターシティミーティング

     ザ・クレストホテル柏
2月22日(日) 奉仕プロジェクト はぐくみの杜かしわ② PC寄贈・IT体験会
2月24日(火) 祝日休会

卓話では、中国出身の張さん（世話クラブ 柏クラブ)が、日本語との出会いを起点としたご自身の歩
み、日本留学の経験、そしてロータリーとのご縁について語っていただきました。
中国で日本語を学び始めたことが日本への関心を深めるきっかけとなり、現在は中央学院大学現代
教養学部で学び、学業と研究に励んでいるようです。日本での生活を通じて、日本語は単なる言語の
習得にとどまらず、人と人との信頼関係を築き、安心感や責任感を育む重要な役割を果たしていること
を実感した話してくれました。また、米山奨学生として受けた支援について、ロータリーの温かい志が込め
られた制度であり、経済的な支援に加え、ロータリアン一人ひとりの行動や言葉から多くの学びを得たこ
とへの深い感謝が述べられた。

チャーターメンバーである妻島会員のお誕生日をお祝いさせていただきました

現在は、中国大学生が直面する就職難の改善をテーマ
に、キャリア教育や新たなインターンシップモデルの研究に
取り組んでおり、将来はロータリーで得た学びと感謝の心を
社会へ還元していきたいとの抱負を語っていただきました。
4月からは日本にある中国資本の企業で働く予定です。
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